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一般的に、動物の形態パターンは、遺伝的ネットワークで固定されていると思われて

いるが、自然界では後天的環境要因に適合した発生プログラムの変化に起因した形態パ

ターンのゆらぎが見られることがしばしばある (Tanaka, 2019)。 
多くの鳥類の前肢は 3 本の指からなるが、オーストラリアの草原などに棲息するエ
ミューは、前肢に 1 本の指しかもたないとされていた (de Bakker et al., 2013)。しかし、
エミューの成体の骨パターンを観察したところ、同一種内にもかかわらず、前肢の指の

数は必ずしも 1 本に固定されていないことがわかった。これは、エミューの指パター
ンは、遺伝的な要因に加えて、後天的な因子により決定されることを示している。そこ

で本研究課題では、エミューの指パターンに着目し、自然界で指パターンに“ゆらぎ”

を惹起する要因を明らかにすることを大目的として、研究を行うこととした。しかしな

がら、複雑な自然界に目を向けると、指パターンに“ゆらぎ”を起こしている要因の候

補は無数にある。そこで、本研究では、既知の指パターン形成遺伝子ネットワークを起

点として、この遺伝的に固定されたシステムに“ゆらぎ”を与える要因を探った。 
まず、エミューの指パターンに“ゆらぎ”を与える原因遺伝子について、軟骨分化が

おこる前の初期肢芽で調べることとした。この目的で、各種鳥類（ニワトリ、ゼブラフ

ィンチ、エミュー）の胚の初期肢芽において、指パターンに対応した発現を示す遺伝子

を探索した。その結果、軟骨凝集を制御し、且つ、エピジェネティクにその発現が変化

しやすい遺伝子が、これらの鳥類胚の初期肢芽において、指パターンに対応した発現を

示すことが明らかとなった。次に、エミュー胚の前肢芽において、この遺伝子の発現パ

ターンを調べたところ、ほかの鳥類胚の肢芽よりも有意にゆらぎがあることが明らかと

なった (Kawahata et al., under revision)。 
しかしながら、エミューの前肢の軟骨パターンについて、発生段階を追って解析する

と、肢芽の初期発生段階における遺伝子発現パターンのゆらぎだけでは説明できない著

しい個体差が存在することがわかった。そこで、発生段階の後期の胚、および、成体の

前肢について、詳細な組織学的観察を行ったところ、エミューには個体差だけでなく、

前肢形態に左右差が存在することが明らかとなった。そこで、同一個体内で左右差が生

じる要因を探ったところ、エミューの前肢に左右差をもたらす後天的環境要因が明らか

となった。 
本発表では、初期肢芽での遺伝子発現パターンのゆらぎ、および軟骨が凝集したあと

の後期胚でおこる後天的環境要因による形態的ゆらぎについて紹介したい。 
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